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研究成果の概要（和文）：本研究では社会性の個人差における前頭葉皮質と皮質下の領域の役割を調べることが目的で
あった。　向社会的な被験者と個人的な被験者に公平性に基づき意思決定を行うゲームをfMRI計測時に行ってもらった
。この課題には、ゲームと同時に乱数を記憶させ背外側前頭前野を使用、そのような要求がない2条件がある。背外側
前頭前野を乱数記憶に使用すると、向社会的な人はより向社会的、個人的な人はより個人的な行動を示した。この時の
fMRIデータを解析した結果、両者の差は扁桃体と側坐核の活動に現れることが明らかとなった。　さらにこの扁桃体と
側坐核の脳活動に機械学習技術を適用することで被験者の行動を予測できる可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：We showed that prosocial and individualistic subjects became more prosocial and in
dividualistic, respectively when working memory load was imposed on the dorsolateral prefrontal cortex. fM
RI data analysis demonstrated activity in the amygdala and nucleus accuembens well captured behavoral char
acteristics of prosocials and individualists. Further, we also showed a possibility to be able to predict 
the behavioral choice of the subjects by applying machine learning techniques to the amygdala and nucleus 
accumbens activity. 
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１．研究開始当初の背景 
社会性の個人差に関わる大脳皮質領域と皮
質下領域の役割が不明であった。 
 
２．研究の目的 
本研究ではヒトの社会性の個人差における
前頭葉皮質と皮質下の領域の役割を調べる
ことが目的であった。より具体的には特に従
来は重要視されてこなかった扁桃体と側坐
核の重要性を目指す。 
 
３．研究の方法 
向社会的な被験者と個人的な被験者に公平
性に基づき意思決定を行うゲームを fMRI 計
測時に行ってもらった。この課題には、ゲー
ムと同時に乱数を記憶させ背外側前頭前野
を使用させるものと、そのような要求をしな
いものの 2条件がある。 
この課題により、社会性の個人差における背
外側前頭前野の機能を調べることが出来る。
より具体的には、両者の差を背外側前頭前野
が作り出しているのであれば、乱数の記憶に
より両者の行動差が小さくなることが予測
され、逆に皮質下の領域が主要な働きをして
いるのであれば、乱数の記憶により両者の行
動差がより顕著になるものと予想される。こ
の行動変化とそれに付随する fMRI 信号の変
化を見ることで、社会性の個人差における大
脳皮質領域と皮質下領域の役割を明らかに
する。さらにこれらの領域の脳活動に機会学
習の手法を適用することで、脳活動から行動
の予測が可能かを検討する。 
 
４．研究成果 
背外側前頭前野を乱数記憶に使用すると、向
社会的な人はより向社会的、個人的な人はよ
り個人的な行動を示した。この時の fMRI デ
ータを解析した結果、両者の差は扁桃体と側
坐核の活動に現れることが明らかとなった。 
さらにこの扁桃体と側坐核の脳活動に機械
学習技術を適用することで被験者の行動を
予測できる可能性を示した。 
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① NHK 教育テレビ オイコノミア(2013) 

2013.8.6 放送の「オイコノミア」で研究

代表者、春野雅彦の「神経経済学」が取

り上げられた。 

② NHK スペシャル 病の起源 うつ病

(2013) 

研究代表者、春野雅彦の平等・不平等と

扁 桃 体 の 脳 活 動 に 関 す る 研 究 が
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源第 3 集「うつ病」の中で取り上げられ

た。 
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者、春野雅彦の行動経済学と最新の脳科

学の関係についての研究が取り上げられ

た。 

④ 中央公論(2013) 

4 月号に「脳科学でみる“税”という制

度」に研究代表者、春野雅彦の社会経済

行動における無意識の役割についての議

論が掲載された。 

⑤ 科学未来館 お金展(2013) 

社会行動と公平性に関する研究が日本化

学未来館で行われる企画展「波乱万丈！

おかね道―あなたを映し出す 10 の実験」

で代表研究者、春野雅彦のお金の分配に

より計測が可能となる社会性の個人差の

神経メカニズムに関する実験が取り上げ

られた。 

⑥ 日経新聞経済教室(2011) 
代表研究者、春野雅彦のお金の分配によ
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経メカニズムを調べた研究が取り上げら
れた。 
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